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概要：高炉スラグ微粉末を用いたコンクリ－トは，強度発現および耐久性の確保の観

点から脱枠後の初期材齢時に湿潤養生が必要とされるが，プレキャスト部材に適用す

る場合には，水槽等の場所の確保や水温管理などが困難な場合がある．このため，飽

水状態の軽量細骨材を一般細骨材に置換使用し，コンクリート硬化後における軽量細

骨材の放水によりコンクリート内部から湿潤養生を行うことで，外部から水分供給を

行った場合と同等以上の強度発現および各種耐久性が得られる自己養生型高炉スラ

グコンクリートを開発した．この技術により初期材齢時の湿潤養生を要せずに高炉ス

ラグ微粉末を用いた高品質なプレキャストコンクリート部材の製造が可能となった． 

Key Words：自己養生，高炉スラグ微粉末，プレキャストコンクリート  
 
１．はじめに 
 建設市場では PC 構造物の長寿命化や環境負荷の低減が求められている．こうした背景から，産業副産物
である高炉スラグ微粉末を混入したコンクリ－ト（以降 BSPC）が工場製作の PC構造物に適用されてきた． 
BSPC は環境負荷低減に寄与し，塩分浸透抵抗性に優れるなどの特長があり，塩害の恐れがある地域におけ
る PC 構造物などへの適用事例が報告されている．一方，BSPC は強度発現および耐久性確保の観点から脱
枠後の初期材齢時に湿潤養生が必要とされるため，プレキャスト部材に適用する場合には養生水槽等の設備

が必要となり，用地の確保や水温管理が困難となる場合があるなどの課題もある．このため，これまで超高

強度コンクリートの自己収縮低減を主な目的とされてきた自己養生法を BSPCに応用し，脱枠後の湿潤養生
を必要とせず，湿潤養生を行った場合と同等以上の強度発現および各種耐久性を有する自己養生型高炉スラ

グコンクリートを開発した．本報では，強度発現性および各種耐久性についての検討結果を報告する． 
 
２．実験概要 

2.1 自己養生法 

自己養生法によるコンクリートの湿潤養生のモデルを図-1に示す．従来の湿潤養生では外部から水分
が供給され，主にコンクリート部材の表層付近が湿潤養生されるのに対し，自己養生法では，飽水状態

の多孔質な細骨材を自己養生材として一般細骨材に置換して使用し，多孔質な細骨材から滲出する内包

水によりコンクリート構造体を内部全体から湿潤養生するものである． 
2.2 実験の要因と水準および試験項目 

実験の要因と試験項目一覧を表-1に示す．実験は検討項目により STEP1～STEP3の 3ステップにて実施
した．STEP1では保水させた細骨材によるコンクリート内部からの湿潤養生効果を目的に用いた多孔質な細
骨材（以降，自己養生材と呼ぶ）を 3 種（SC1～SC3）用いて，自己養生材の種類および細骨材容積に対す
る置換率の影響の検討を行った．STEP2では水結合材比と圧縮強度の関係について検討を行い，適用対象と
して想定したプレキャスト PC 床版に用いるコンクリートの仕様を満足する自己養生型高炉スラグコンクリ
ートの配合を決定した．STEP3では決定した配合の自己養生型高炉スラグコンクリートについて各種耐久性
の検討を行った． 
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2.3 使用材料 

 実験に用いたコンクリートの材料を表-2に示す．自己養生材として用いた SC1～SC3はプレウェッティン
グしたものとした．以降，各種材料の略記号は表-2によるものとする． 
2.4 コンクリートの配合 

コンクリートの配合を表-3 に示す．STEP1 では高炉スラグを使用した実績配合（配合 BFS）を基準とし
て，SC1～SC3の自己養生材で細骨材容積の 30～50％を置換して用い，自己養生材による置換率の影響を検
討した．STEP2 では自己養生材の置換率を 30％一定として，水結合材比（W/B）を 32.5～42.0％とした場
合の強度発現性を確認した．STEP3 では STEP2 で決定した自己養生型高炉スラグコンクリート配合
（SC-BFS）および，比較用として高炉スラグを使用した実績配合 BFS を脱枠後 3 日間湿潤養生した場合
（BFS-W3）と早強セメント単味の実績配合（HC）とした． 

湿
潤
養
生

従来の養生方法

（外部から水分供給）

自己養生法

(内部から水分供給)

養生水は部材表層付近に浸透

養生水が部材内部全体に均等に分布

一般の細骨材

一般の粗骨材

自己養生材
(飽水した多孔質な細骨材)

表-1 実験の要因と水準および試験項目一覧 
STEP1  自己養生材置換率の検討試験 

 

STEP2  W/Bの決定試験 

 

STEP3  耐久性試験 

結合材 自己 
養生材 

自己養生材 
置換率 養生 圧縮 

強度 
収縮 
ひずみ 

水結合材比 
(W/B) 圧縮強度 圧縮 

強度 
凍結 
融解 

凍害 
ｽｹーﾘﾝｸ゙ 

塩分 
浸透 

HC 
+ 

BFS 

SC1 3水準 
(30,50,70%) 気中 ○ ○ 3水準 

(32.5,37,42%) ○ ○ ○ ○ ○ 

SC2 3水準 
(30,50,70%) 気中 ○ ○ 3水準

(32.5,37,42%) ○ － － － － 

SC3 2水準 
(30,50%) 気中 ○ ○ 3水準

(32.5,37,42%) ○ － － － － 

なし － 
気中 ○ ○ － －  －   

湿潤 3日 ○ ○ － － ○ － ○ ○ 
HC なし － 気中 － － － － ○ － － ○ 

表-2 使用材料 

使用材料 記号 種 類 性質・主成分 
セメント HC 早強ポルトランドセメント 密度：3.14g/cm3，比表面積：4570cm2/g 
混和材 BFS 高炉スラグ微粉末 密度：2.91g/cm3，比表面積：6010cm2/g 
細骨材 S 砕砂 表乾密度：2.65g/cm3，吸水率：1.67%, 

細骨材 
（自己養生材） 

SC1 人工軽量細骨材 1 密度(プレウェッティング後）：1.87g/cm3，吸水率：15.0% 
SC2 人工軽量細骨材 2 密度(プレウェッティング後)：2.00g/cm3，吸水率：18.0% 

SC3 多孔質セラミック 骨材粒径：5-1mm，7日水中浸漬後の密度：2.26g/cm3， 
7日水中浸漬後含水率：8.97% 

粗骨材 G 砕石 表乾密度：2.92g/cm3，吸水率：0.67%， 

混和剤 SP 高性能減水剤 ポリカルボン酸系 
AE AE剤 天然樹脂酸塩 

図-1 自己養生法によるコンクリートの湿潤養生のモデル 
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2.5 練混ぜ方法および養生方法 

コンクリートは，20±3℃の室内で容量 55 Lの強制練り 2軸ミキサを用いて図-2に示す手順で混練した．
また，型枠に打設したコンクリートは，図-3 に示す温度設定で加熱養生を行った．脱枠は打設の翌日とし，
脱枠後は 20℃60%R.H.の室内で気中養生とした．ただし，自己養生材を用いない高炉スラグコンクリート基
準配合（配合名 BFS，プレキャスト工場の実績配合）では，図-4に示すように従来の部材製作時と同様に脱
枠後 3日間の湿潤養生（20℃水中養生）を行った後に気中養生とした場合（以降，BFS-W3とする）も検討
した． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

表-3 コンクリートの配合 

STEP 自己 
養生材 配合名 Air 

(%) 
W/B 
(%) 

s/a 
(%) 

単位量 (kg/m3) 
水 結合材 細骨材 細骨材(自己養生材) 粗骨材 
W HC BFS S SC1 SC2 SC3 G 

STEP1 

なし BFS(BFS-W3) 

6.0 32.5 46.9 158 243 243 

771 － － － 

964 

SC1 
SC1-30 541 163 － － 
SC1-50 387 273 － － 
SC1-70 231 381 － － 

SC2 
SC2-30 541 － 167 － 
SC2-50 387 － 280 － 
SC2-70 231 － 392 － 

SC3 SC3-30 541 － － 197 
SC3-50 387 － － 330 

STEP2 

SC1 
SC1-30-32.5 

6.0 

32.5 46.9 

158 

243 243 541 163 － － 

964 

SC1-30-37 37.0 48.4 214 214 575 174 － － 
SC1-30-42 42.0 49.8 188 188 607 183 － － 

SC2 
SC2-30-32.5 32.5 46.9 243 243 541 － 167 － 
SC2-30-37 37.0 48.4 214 214 575 － 179 － 
SC2-30-42 42.0 49.8 188 188 607 － 188 － 

SC3 
SC3-30-32.5 32.5 46.9 243 243 541 － － 197 
SC3-30-37 37.0 48.1 214 214 575 － － 210 
SC3-30-42 42.0 49.8 188 188 607 － － 221 

STEP3 
SC1 SC-BFS 

6.0 
36.0 48.1 158 220 220 572 172 － － 964 

なし BFS-W3 32.5 46.9 243 243 771 － － － 
HC 35.2 42.0 160 455 － 708 － － － 1075 

[備考]  ・STEP1の配合名(例) SC1-30の-(ハイフン)の前の SC1は自己養生材種類を，後の数値は自己養生材による容積置換率を表す． 
     ・STEP2の配合名(例) SC1-30-37の末尾の数値は水結合材比（W/B）を表す． 
     ・STEP3の SC-BFSは自己養生型高炉スラグコンクリート，BFS-W3は脱枠後 3日間湿潤養生とした高炉スラグコンクリー

ト，HCは早強セメント単味の JIS工場実績配合をそれぞれ示す． 

① 空練り 

→ 

 ②モルタル練り 

→ 

③コンクリート練り 

→ 排出 HC+BFS 
+S+(SC1~SC3) 

30秒 
① + W  
120秒 

② + G 
60秒 

※Wには SPおよび AEを含む 

図-2 コンクリートの練混ぜ方法 

図-3 加熱養生の温度設定 
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図-4 供試体の養生方法 
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2.6 試験項目，試験方法および目標値 

 試験項目，試験方法および試験材齢の一覧を表-4 に示す．スランプ，空気量，コンクリート温度，圧縮強
度，静弾性係数および凍結融解の試験は当該 JIS に準拠して行い，JIS に規定がない凍害スケーリングおよ
び塩分浸透性試験については ASTMおよび JSCEの当該基準に従い試験を行った． 
2.6.1 フレッシュコンクリート試験 

 スランプの目標値は，各配合共通で 18.0cmとしたが，STEP3における比較用の早強セメント単味の配合
（HC配合）のみ実績に合わせて 12.0cmとした．また空気量は凍害危険地域を想定して 6.0％とした． 
2.6.2 圧縮強度試験および静弾性係数試験 

圧縮強度試験は，材齢 1，7，14，28日で実施し，静弾性係数試験は材齢 28日にのみ実施した． 
2.6.3 収縮ひずみ試験 

STEP1における収縮ひずみ試験では，10×10×40cm角柱供試体の中心部に埋込み型ひずみ計を設置し計
測した．供試体への型枠の拘束をなくすため，型枠の底版にはテフロンシートを敷設し，妻枠には厚さ 3mm
の発泡スチロールを設置したうえ，ポリエチレンシートを打込み面を除く 5 面に貼付した．供試体は加熱養
生後に脱枠し，全面を乾燥面として室温 20℃，湿度 60%R.H.の室内で気中養生とした．供試体 BFS-W3の
場合は加熱養生後に 3日間の湿潤養生を行った後に気中養生とした． 
本試験では，コンクリート打設からの全ひずみを計測しており，計測値には自己収縮ひずみと乾燥収縮ひ

ずみが共に含まれる．なお，収縮ひずみは温度による影響をキャンセルするため，線膨張係数 10×10-6/℃と
仮定して算出した． 
2.6.4 凍結融解試験 

 凍結融解試験は「JIS A 1148コンクリートの凍結融解試験方法」の水中凍結融解試験方法（A法）に準拠
して実施した．試験体の養生は加熱養生後に室温 20℃湿度 60%R.H.の室内に静置し，凍結融解試験は材齢
28日から実施した． 
2.6.5 凍害スケーリング試験 

凍害スケーリング試験は，ASTM-C672に準拠して行い，試験開始は材齢 28日とした．試験体は脱枠後に
気中養生を 28日行った後（比較用の BFS-W3配合は脱枠後 3日間の湿潤養生後に材齢 28日まで気中養生）
24時間浸水した後に試験に供した．試験体は図-5に示すように 240×240×80mmとし，塩水を溜めるため
に試験面の外周に高さ 20mm×幅 10mmの土手を形成し，220×220mmの試験面とした．試験は仕上げ面
および底面（型枠面）を対象とした．  
2.6.6 塩分浸透性試験 

塩分浸透性試験は「浸せきによるコンクリート中の塩化物イオンの見掛けの拡散係数試験方法（JSCE-G 
572-2010）」に，全塩化物イオン分布の測定は「EPMA 法によるコンクリート中の元素の面分析方法(案)
（JSCE-G-574-2010）」に準拠して行った．また，塩水浸漬期間は 12カ月とした． 

 表-4 試験項目と試験方法 
 試験項目 試験方法，材齢 

 フレッシュ 
コンクリート 

スランプ JIS A 1101 
空気量 JIS A 1128 

コンクリート温度 JIS A 1156 

 硬化 
コンクリート 

圧縮強度 
JIS A 1108 

(材齢 1,7,14,28日) 

静弾性係数 
JIS A 1149 
(材齢 28日) 

凍結融解 JIS A 1148 (A法) 
凍害スケーリング ASTM-C672 
塩分浸透性 

（Cl-分布測定） 
JSCE-G 572-2010 

(JSCE-G-574-2010) 

試験面
(220×220)

シーリング
（幅10mm）

20（土手高さ）

(Unit：mm)
240

アルミプレート(試
験
体
)

10
0

80

（試験体）

図-5 スケーリング試験体の形状 
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図-7 BFS配合に対する圧縮強度比 
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３．実験結果 

3.1 STEP1（自己養生材置換率の検討）の実験結果 

3.1.1 フレッシュコンクリートの試験結果 

 フレッシュコンクリートの試験結果を表-6に，試験状況を写真-1に示す．いずれの配合でも混和剤添加量
に大きな差異はなく目標とするフレッシュ性状が得られ，自己養生材の種類および置換率によるフレッシュ

性状への影響は小さかった．  
3.1.2 圧縮強度，静弾性係数 

 試験材齢と圧縮強度の関係を図-6に示す．自己養生材 SC1を使用した配合では，初期材齢から強度発現は
良好であり，置換率に関わらずいずれの材齢でも自己養生材を用いない BFS配合に比べ大きな値を示し，材
齢 28日では 75N/mm2以上の圧縮強度を示した．自己養生材 SC2を使用した配合では，BFS配合に比べて大
きな強度発現を示し，材齢 28 日では置換率に関わらず 70N/mm2以上の圧縮強度であった．多孔質セラミッ

クの自己養生材 SC3を使用した配合では，人工軽量骨材 SC1および SC2を用いた場合に比べ強度発現は若干
小さく，材齢 28日の圧縮強度は 65～70N/mm2あった． 

 

  

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

表-6 フレッシュコンクリート試験結果 

配合 
SP 

(B×％) 
AE 

（B×％） 
SL 

(cm) 
AIR 
(%) 

C.T. 
(℃) 

室温 
(℃) 

BFS 0.38 0.08 19.5 6.7 21 18 
SC1-30 0.38 0.08 19.5 5.8 21 19 
SC1-50 0.38 0.08 17.5 5.9 21 19 
SC1-70 0.39 0.08 15.5 5.5 21 19 
SC2-30 0.37 0.08 19.5 6.0 20 18 
SC2-50 0.37 0.08 17.5 6.1 20 18 
SC2-70 0.39 0.08 17.0 6.6 20 19 
SC3-30 0.36 0.08 20.5 6.0 20 18 
SC3-50 0.36 0.08 20.0 6.5 20 19 
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図-8 圧縮強度と静弾性係数の関係 

写真-1 フレッシュコンクリート試験状況 

図-6 材齢と圧縮強度の関係 
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材齢 28日における BFS配合（気中養生）に対する圧縮強度比（各配合における圧縮強度を BFS配合の圧
縮強度で除した値を百分率で表したものと定義）を図-7 に示す．BFS 配合は SC1～SC3 を用いた配合と同
様に脱枠後に気中養生とした場合と，3 日間湿潤養生の後に気中養生とした 2 種の養生方法としたが，湿潤
養生を 3 日行った場合，気中養生のみの場合に比べ 6％大きな強度発現を示し，従来の知見と同様に高炉ス
ラグを使用したコンクリートにおける脱枠後の湿潤養生の有効性が確認された．一方，自己養生材 SC1～SC3
を用いたコンクリートは，湿潤養生を行わない場合でも，SC1 では 18～21％，SC2 では 9～14％，SC3 で
は 4～7％の範囲で BFS配合（気中養生）に比べ大きな強度発現を示した．また，SC1では自己養生材の置
換率 50％で最も大きな強度発現を示したが，SC2 および SC3 では置換率が大きくなると，若干ではあるが
強度が小さくなる傾向が認められた． 
圧縮強度と静弾性係数の関係を図-8に示す．SC1～SC3のいずれの自己養生材の場合も，置換率が大きく

なるに従い，静弾性係数は小さくなる傾向であった．また，いずれの自己養生材でも置換率が 30 Vol.% の
場合は土木学会コンクリート標準示方書に記載の圧縮強度と静弾性係数の関係式（標示式）と同等の値を示

したが，置換率が 50Vol.％および 70 Vol.％の場合は，標示式に比べ小さくなる傾向であった．このため，圧
縮強度と静弾性係数との関係の観点では，自己養生材の置換率は 30Vol.％以下とすることが望ましいと考え
られる．ただし，SC3に関しては自己養生材の置換率が大きくなった場合でも，静弾性係数の低下は小さか
った．これは，SC3の骨材自体の静弾性係数が SC1および SC2に比べ大きい事が一因と考えられる． 
3.1.3 収縮ひずみ 

 収縮ひずみの計測結果を図-9 に示す．左側にコンクリート打設から材齢 7 日までの結果，右側に材齢 91
日までの計測結果を示した．左図を見ると，自己養生材を用いず脱枠後に気中養生とした BFSでは，脱枠後
に材齢が進むにつれて収縮ひずみ大きくなったが，3 日間の湿潤養生とした BFS-W3 の場合は，湿潤養生期
間の収縮はごく僅かとなり，湿潤養生の終了後に収縮が認められた．一方，自己養生材 SC1～SC3 を用いた
配合では，いずれの配合でも脱枠後に一旦，膨張側の挙動を示した後に収縮に転じる傾向が認められた．ま

た，いずれの自己養生材の場合も，置換率が大きいほど膨張ひずみは大きくなる傾向であった．右図を見た

場合，材齢 91日までの収縮ひずみは，SC1および SC2を用い置換率を 50％もしくは 70％とした場合に小さ
くなる傾向であったが，その他の場合は自己養生材を用いない場合と同等であった． 
3.1.4 自己養生材の置換率の決定 

 これまでの検討結果より自己養生材の置換率は，圧縮強度発現の観点から見ると 30％もしくは 50％が有効
であり，収縮ひずみ低減の観点からは 50％もしくは 70％が有効であると考えられた．しかし，静弾性係数の
観点からは置換率 30％以外は土木学会コンクリート標準示方書の標準値を下回る結果であり，さらに，静弾
性係数が小さいコンクリートはクリープひずみが大きくなる恐れなどがありプレストレストコンクリート部

材には適さない可能性があるため，STEP2以降では自己養生材の置換率を 30％として検討を行った． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

図-9 収縮ひずみ計測結果 
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3.2 STEP2（水結合材比と圧縮強度の関係）の試験結果 

結合材水比（以降B/W）と圧縮強度の関係を図-10に示す．
いずれの自己養生材を用いた場合でも，本実験範囲では B/W
と圧縮強度の関係は相関性が高い線形を示した．このため，

本実験の強度レベルにおいては，多孔質で強度が小さい自己

養生材を用いることによる強度発現の頭打ち現象は認めら

れなかった．また，自己養生材の種類で比較すると，いずれ

の材齢でも強度発現は SC1>SC2≧SC3の関係にあった． 
実験データをもとに表-7に示す PC床版に用いるコンクリ

ートの仕様を満足する W/B を算出した結果，高炉スラグを
使用したコンクリートでは初期材齢における強度発現が鈍重となる傾向があるため，いずれの自己養生材を

用いた場合も，PC 導入時所用強度で W/B が決定される結果となった．W/B の算出結果を列記すると，SC1
を使用した場合のW/Bは 36.0％，SC2および SC3の場合は 34.0％となった．これより，STEP3では，強度発
現が最も良好である SC1を使用した自己養生型高炉スラグコンクリートを対象に耐久性の検討を行った． 
3.3 STEP3（耐久性の検討）の実験結果 

3.3.1 耐凍害性 

 自己養生型高炉スラグコンクリートの凍結融解試験結果を図-11 に，自己養生型高炉スラグコンクリート
SC1-BFSおよび，湿潤養生 3日とした一般の高炉スラグコンクリート BFS-W3の凍害スケーリング試験結
果を図-12 に示す．自己養生型高炉スラグコンクリートは，凍結融解 300 サイクルにおいても相対動弾性係
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 表-7 コンクリートの仕様 
 1 設計基準強度 σ=50N/mm2 

 2 プレストレス導入時強度 σ14h=35N/mm2 

 3 変動係数 V=10.0% 

 4 目標スランプ 18±2.5cm 

 5 目標空気量 6.0% 

 6 設計基準強度の配合強度 σ=60N/mm2 

 7 PC導入時強度の配合強度 σ14h=42 N/mm2 

図-11 凍結融解試験結果         図-12 凍害スケーリング試験結果 

図-10 結合材水比（B/W）と圧縮強度の関係 
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数は 100％となり，凍結融解作用による劣化は認められず
優れた耐凍害性を有することが確認された． 
凍害スケーリング試験では，SC1-BFSは，BFS-W3に

比べ若干スケーリング量が大きいが，型枠面，仕上げ面い

ずれの試験面でも既往の研究 1)を参考に設定した指標値

である 0.3kg/m3より小さく，優れた凍害スケーリング抵

抗性を有していることが確認された． 
3.3.2 塩分浸透性 

 塩分浸透性試験結果を図-13に示す．高炉スラグ微粉末
を使用した BFS-W3および SC1-BFS配合は，早強セメン
ト単味のHCに比べ塩分浸透抵抗性が高い結果であった．また， 
自己養生型高炉スラグコンクリート SC1-BFSは，BFS-W3と
比べても塩分浸透抵抗性が高い結果であった．これより，自己養生型高炉スラグコンクリートは脱枠後に湿

潤養生を行わない場合でも，湿潤養生を 3 日行った場合と比べて同等以上の優れた塩分浸透抵抗性を有する
ことが確認された． 
 
４．まとめ 

高炉スラグコンクリートに飽水させた多孔質な細骨材を自己養生材として一般細骨材に置換使用し，自己

養生材の内包水の滲出によりコンクリート内部から湿潤養生を行う自己養生型高炉スラグコンクリートにつ

いて検討を行った．この結果，明らかとなった事柄を以下に示す． 
 
（1）自己養生型高炉スラグコンクリートは，脱枠後の湿潤養生を行わない場合でも，一般の高炉スラグコン
クリート配合に比べ大きな強度発現を示す．また，自己養生材の種類によっては置換率が 30％を超えて大き
くなると，若干ではあるが強度が小さくなる傾向である． 
（2）自己養生材の種類にかかわらず，置換率が 30 Vol.%の場合のヤング係数は，土木学会コンクリート標
準示方書の圧縮強度とヤング係数の関係式（標示式）と同等の値となり，自己養生材の置換率が 50Vol.％お
よび 70 Vol.％の場合は，標示式に比べ小さくなる． 
（3）自己養生型高炉スラグコンクリートは，脱枠後に一旦，膨張側の挙動を示した後に収縮に転じる傾向で
あり，置換率が大きいほど膨張ひずみは大きくなる傾向である． 

（4）凍結融解試験における相対動弾性係数は 100％であり，優れた耐凍害性を有する． 
（5）凍害スケーリング試験では， 従来の高炉スラグコンクリート（湿潤養生 3日）に比べ若干スケーリン
グ量が大きいものの，型枠面，仕上げ面いずれの試験面でも既往の研究を参考に設定したスケーリング量の

指標値である 0.3kg/m3より小さく，優れた凍害スケーリング抵抗性を有する． 
（6）自己養生型高炉スラグコンクリートの塩分浸透抵抗性は，早強セメント単味の場合に比べて優れており，
一般の高炉スラグコンクリート（湿潤養生 3日）の場合と比べた場合でも同等以上である． 
 
以上より，自己養生型高炉スラグコンクリートの優れた諸物性が確認された．これより，高炉スラグコン

クリートに必要とされる脱枠後の湿潤養生が困難である場合でも，湿潤養生の代替として自己養生型の高炉

スラグコンクリートとすることで，脱枠後の湿潤養生を行うことなく高品質なプレキャスト部材用コンクリ

ートが得られると考えられる．今後は，自己収縮ひずみやクリープ性状の確認，実大部材による施工性試験

など，更なる検討を行う予定である． 
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図-13 塩分浸透性試験結果 
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